
教 科 名 鋼構造学（Steel Structure) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科  学修 1 単位 必修 
前期 

2 時間/週 
45 時間 

担 当 教 員 【常勤】 平沢秀之 （内線 6390，E-mail: hide） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

我が国の社会を支えるインフラストラクチャーには鋼材から造られる施設構造物が数多くある。鋼という

材料の持つ力学的特徴を理解し、その特徴を生かした構造物の設計に関する基礎知識を学ぶ。安全

な鋼構造物を創造するために、構造要素に関する基礎的な設計計算ができるようになる。 

学校教育目標  B 
学科および 

コース教育目標 
 B-2 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 林川俊郎著 ｢橋梁工学｣ (朝倉書店) 

補助教材等  

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 0 100 

知識の基本的な理解 100       100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 構造力学、橋梁工学、構造設計製図Ⅱとの関連が深い。特に構造力学(断面諸元、断面力、応力、座屈)の理解が不可欠で

ある。また、電卓を使って計算練習を繰り返し行うことが必要である。 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス(0.5h） 

 

鋼構造部材の設計(12.5ｈ) 

・鋼の製造と機械的性質 

・鋼材の種類と許容応力度 

・長柱と許容軸方向圧縮応力度 

・横倒れ座屈と許容曲げ圧縮応力度 

・曲げ部材の垂直･せん断応力分布 

・曲げを受ける I 桁の設計、疲労 

 

 

 

・鋼材の製造工程と機械的性質を理解することができる。 

・各種鋼材の許容応力度を説明することができる。 

・オイラーの長柱公式を使って座屈応力が計算できる。 

・横倒れ座屈現象を理解し、許容応力度の計算ができる。 

・曲げを受ける桁の・・・分布を図に描いて説明できる。 

・許容応力度法による I 桁の設計計算ができる。 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 前期中間試験 

9 答案返却・解答解説(2h) ・間違った問題の正答を求めることができる  

10 
 

鋼材の接合(10h) 

・溶接継手の種類、溶接部の基本寸法 

・軸力･せん断･曲げが作用する溶接部 

・溶接部の疲労亀裂、非破壊検査 

・高力ボルト継手の種類、強度計算 

・軸力･せん断力を受けるボルト継手部 

・添接板の設計 

 

 

溶接継手と開先形状、のど厚、サイズが理解できる。 

各種の力が作用する溶接部の応力が計算できる。 

溶接部の疲労亀裂、非破壊検査手法が理解できる。 

継手の種類と摩擦接合による強度計算法が理解できる。 

継手部に必要なボルト本数を計算することができる。 

高力ボルト継手部における添接板の設計ができる。 

 

11 

12 

13 

14 

 前期期末試験 

15 答案返却・解答解説(2h) ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 学 習 時 間 数 45 時間

講 義 
30 

（25） 

自 学 自 習 

予習・復習 (12) 

定期試験の準備 (8) 

  

  

 

 



教 科 名 交通工学(Traffic Engineering) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 共通 履修 1 単位 必修 
後期 

2 時間/週 
15 時間 

担 当 教 員 【常勤】  藤原 隆  （内線 6485，   E-mail: fujiwara:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

 我々の生活と不可分の関係にある「交通」について，本科目で得る基礎的な知識や方法論を理解し，その

知識を用いて交通渋滞や交通事故のような実社会における現実のより複雑な課題の解決や問題の原因を明

らかにするために，系統的に使える知識として活用できる． 

 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
「交通システム工学」(大橋ら共著、コロナ社) 

 

補助教材等 
”Traffic Engineering”（R.P.Roess et.al, Prentice Hall）, 

「都市交通ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの評価」（森杉・宮城著、コロナ社） 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 90  10     100 

知識の基本的な理解 80       80 

思考・推論・創造への適用力 10  10     20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 我々も交通社会を形成する一主体であり，社会と相互的な関係をもっている．そこで，毎日，だれもが行う交通という行動につ

いて，問題はどこにあるか，どうすれば解決の方向に向かうことができるか，障害となっているものは何か，などを自らの五感を

通して感じられる現象に基づき，自分なりに分析してもらいたい．それを基礎にして，学習して得られていく知識を使っていくこ

とで目の前の現象が数式等を使って表現されることが実感できると思う．そのように主体的に学習をしていってもらいたい． 

 

・当然のことであるが，授業時間中における居眠り，その他の科目の勉強はしないこと． 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス，「交通」と「交通工学」の意味，役

割 

授業の進め方と評価方法，「交通」の意味とそれを扱う「交

通工学」の意義を理解できる． 
 

2 交通調査(コア) 
トリップの意味及び種々の交通調査の目的，方法などを

理解できる． 
 

3 交通需要推定Ⅰ(コア) 
交通需要推定の方法のうち，集計モデルの代表的な方

法である四段階推定法の流れの概要を理解できる． 
 

4 交通需要推定Ⅱ(コア) 四段階推定法の各段階とその推定方法を理解できる．  

5 交通需要推定Ⅲ(コア) 集計モデルと非集計モデルの特徴等を理解できる．  

6 道路網計画と道路の機能(コア) 
道路網の計画の概要と道路の機能などについて理解でき

る． 
 

7 道路の線形，道路の種別(コア) 
道路構造令による種々の設計指針および基本的な用語

を理解できる． 
 

8 中間試験  

9 答案返却・解答解説(1h), 

 

 

交通現象とその表現(コア)（3ｈ） 

間違った問題，個所の正しい答えを求めることができる．  

10 交通流の巨視的・微視的状態量を理解できる．  

11 道路の交通容量(コア) 
交通容量の考え方，種類，計算方法について理解でき

る． 
 

12 交通渋滞と交通運用(コア) 
交通渋滞の原因と対策，ＴＤＭ，モビリティマネジメントな

どについて理解できる． 
 

13 交通安全 交通事故の現状，要因分析などについて理解できる  

14 これからの道路交通システム(コア) ＩＴＳなどこれからの交通システムについて理解できる．  

 期末試験  

15 試験返却と解答解説 間違った問題，個所の正しい答えを求めることができる．  

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 建設情報化施工(Construction Execution and Management with ICT) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科  履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 藤原 隆   （内線 6485，   E-mail: fujiwara  ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

 従来の土木施工に関する施工技術（建設機械，材料，施工法），施工管理(品質，原価，工程，安全などの

管理)に関する知識に加えて，ＩＣＴ（情報通信技術）を用いた情報化施工について理解し，その知識を現実

の課題解決，問題の原因の究明などに適用できる． 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
最新土木施工 第３版，大原資生・三浦哲彦・梅崎猛夫著，森北出版 

 

補助教材等 
情報化施工入門，鈴木明人，工学図書  

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80 10 10     100 

知識の基本的な理解 70 10 5     85 

思考・推論・創造への適用力 10  5     15 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 土木工学の広範な科目が関連するので，個別の科目で学んだ事項をよく復習し，相互の関係，考え方を活用・応用すること

を考え，総合的に判断する姿勢をもってもらいたい．社会的な状況や環境も変化をしていくので，建設のみならず，広範な状況

や将来に対する興味を持ち，知識を蓄えてもらいたい． 

 

・上述のように，広範な事項を扱うので，１回ごとの授業を大切にしっかりと聞いてもらいたい． 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス，施工のための調査・試験 評価方法などの理解と，調査・試験方法を理解できる．  

2 
建設機械と地盤材料(コア) ﾄﾗﾌｨｶﾋﾞﾘﾃｨの判定法，建設機械の作業量などを理解で

きる． 
 

3 土工計画・土量配分（コア） 土量計算書などを理解し，土積曲線を作成できる．  

4 掘削機械と掘削方法（コア） 種々の掘削機械，掘削方法の概要を理解できる．  

5 盛土と締固め（コア） 締固め特性等と，締固め機械の特性を理解できる．  

6 浚渫と法面保護 法面の種類，安定工法などを理解できる．  

7 地盤改良工法 各種地盤改良工法の種類，目的などを理解できる．  

8 前期中間試験  

9 答案返却・解答解説 間違った問題・箇所の正しい答えを求めることができる．  

10 コンクリートの製造，品質管理 コンクリートの製造，品質管理について理解できる．  

11 コンクリートの施工(コア) コンクリートの運搬，打設，締固めなどを理解できる．  

12 杭基礎 杭基礎の分類，施工方法を理解できる．  

13 大規模基礎工 ニューマチックケーソンなどの施工法等を理解できる．  

14 トンネル技術(コア) ＮＡＴＭ工法，情報化施工について理解できる．  

 前期期末試験  

15 答案返却・解答解説 間違った問題・箇所の正しい答えを求めることができる．  

16 施工計画（コア） 施工計画を行う目的，項目，手法を理解できる．  

17 施工管理と四大管理(コア) 施工管理の目的とそれに必要な四大管理を理解できる．  

18 工程管理(4h) 工程管理の種類などを説明できる． 

 
19 

20 PERT/CPM(6h) ﾈｯﾄﾜｰｸによる工程計画を理解し，アローダイアグラムを

作成し，クリティカルﾊﾟｽを求めることができる． 

 21 

22 

23 後期中間試験  

24 試験返却・解答解説 間違った問題，個所の正答を求めることができる．  

25 品質管理 品質管理の目的，種類，ヒストグラムを理解できる．  

26 管理図(4h) 管理図の種類を説明し，管理図を描くとともに管理図の示

す意味を理解できる  
27 

28 原価管理と安全衛生管理 それぞれの内容を理解できる．  

29 関係する各種法律 関係する法律について基本的な事柄を理解できる．  

 学年末試験  

30 試験返却・解答解説 間違った問題，個所の正答を求めることができる．  

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 構造設計製図 II(Design and Drawing Laboratry II) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科   2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 平沢秀之 （内線 6390，E-mail: hide） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

構造力学、橋梁工学、鋼構造学で学んだ構造システムを構成する要素技術に関する基礎知識を、具

体的な設計作業に応用し、自らの計画に基づいて継続的に実行できる。コンピュータに関する基礎技

術を身につけ、設計計算の結果を精確な設計図として実践的に表現することができる。 

学校教育目標  A B C F 
学科および 

コース教育目標 
 A-1  B-3  B-4  C-2  F-1 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 林川俊郎著 ｢橋梁工学｣ (朝倉書店) 

補助教材等 プリント 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 0 0 0 0 100 0 0 100 

知識の基本的な理解 0 0 0 0 60 0 0 60 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能 0 0 0 0 40 0 0 40 

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 構造力学、建設 CAD、橋梁工学、鋼構造学と関連する。これらで学んだ知識を直接必要とするので、適宜復習しながら設計

計算を進めなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス(0.5h） 

合成桁橋の設計計算 1（13.5h) 

・設計条件 

・床版の設計 

・主桁のせん断力と曲げモーメント 

 

 

・各自の設計する橋梁の設計条件が理解できる。 

・床版の設計曲げﾓｰﾒﾝﾄの計算、配筋の決定ができる。 

・影響線を利用して、主桁の曲げﾓｰﾒﾝﾄ、せん断力を計算

することができる。 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

 前期中間試験 

8 合成桁橋の設計計算 2(16ｈ） 

・断面応力度の算定 

・安全度照査 

・補剛材の設計 

・連結部の設計 

 

 

・合成桁断面の応力度を計算することができる。 

・降伏に対する安全度の照査を行うことができる。 

・垂直補剛材、水平補剛材の断面の決定ができる。 

・連結部における高力ボルト継手の計算ができる。 

 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 前期期末試験 

16 合成桁橋の設計計算 3(6h) 

・対傾構の設計 

・たわみ照査 

 

合成桁橋の製図 1(8h) 

・上フランジの製図 

・腹板の製図 1 

 

・対傾構の設計を行うことができる。 

・たわみの計算を行うことができる。 

 

 

・主桁上フランジの設計図を描くことができる。 

・主桁腹板の設計図を描くことができる。 

 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

 後期中間試験 

23 合成桁橋の製図 2(16h) 

・腹板の製図 2 

・補剛材の製図 

・一般図 

 

・主桁腹板の接合部の設計図を描くことができる。 

・垂直補剛材と水平補剛材の設計図を描くことができる。 

・合成桁橋一般図を描くことができる。 

 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

 学年末試験 

総 学 習 時 間 数 60 時間 

講 義  

自 学 自 習 

  

  

  

  



 



教 科 名 防災工学（Disaster Prevention Engineering） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 共通 学修 1 単位 必修 
後期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 小玉 齊明 （内線 6483，E-mail:kodama） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

地球上でも地殻変動が活発な地域に位置するわが国では地震・火山災害が頻発する。また同時

に気象災害（風水害）、これらが誘因となる斜面災害も多い。この授業では、主にこれらの自然

災害に焦点を当て、発生機構を理解するとともに、過去の被害例から今後の被害を極力軽減す

る為に必要な工学的基礎知識(B-3)を習得することを目標とする。 

学校教育目標   
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 防災工学 石井 一郎 編著 森北出版 

補助教材等 適宜プリントを配布する 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 75  20 5    100 

知識の基本的な理解 75  20 5    100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

授業は、主に板書や配布資料により行うが、口頭で説明したことも十分に注意してノートにとること。また、

自ら新聞やニュース等の情報に目を向けるよう心がけ、自然災害に関心を持つことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

ガイダンス 

1.わが国の自然災害 

授業の進め方や評価方法を把握する 

わが国の気候・地形特性と自然災害の関係を説明で

きる 

 

2 

2.地震災害 

 (1) 地震の機構と被害の特徴(コア) 

 (2) 津波の発生機構と被害の特徴(コア)

地震の機構や規模、頻度について説明できる 

津波の発生機構と過去の津波被害を説明できる  

3 

(3) 地震災害への対策(コア) 地震災害への対策方法について説明できる 

 

4 

3.火山災害 

 (1) 噴火の機構と被害の特徴 

噴火の機構と被害の特徴を説明できる 

 

5 
(2) 火山災害への対策 火山活動による災害への対策について説明できる 

 

6 

4.気象災害 

 (1) 大雨・台風 

豪雨の発生機構を理解し、大雨・台風による被害を

説明できる  

7 
(2) 強風・竜巻・冷害・干ばつ 強風害・冷害・干ばつによる被害の傾向を説明でき

る  

8 中間試験 

9 

試験返却・解答解説等 

(3) 河川洪水(コア) 

試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

河川の増水によって生じる災害とその対策を説明

できる 

 

10 (4) 内水氾濫・高潮(コア) 
内水氾濫と高潮による被害の傾向と対策を説明で

きる 
 

11 

5.斜面災害 

(1) 斜面崩壊・地すべり・土石流 

(コア) 

地盤災害について理解し、対策方法を説明できる 

 

12 

(2) 落石・岩盤崩落(コア) 岩盤斜面で発生する災害と対策方法を説明できる. 
 

13 
6.環境災害 環境災害の概要を説明できる 

 

14 
7.被害予測と災害対策 被害の予測方法と救援救護体制について説明でき

る  

 期末試験 

15 試験返却・解答解説等 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

総 学 習 時 間 数 時間 

講 義 30 

自 学 自 習 

課題によるレポート作成 30 

定期試験の準備 30 

  

  

 



教 科 名 建設工学実験Ⅱ（Civil Engineering LaboratoryⅡ) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科   2 単位 必修 
前期 

4 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 
【常勤】 平沢秀之（内線 6390，E-mail: hide）、宮武誠（内線 6484，E-mail: miyatake）、 

      大久保孝樹（内線 6487，E-mail: ohkubo）、 藤原隆（内線 6485，E-mail: fujiwara） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

与えられたテーマの実験手順を自ら計画し実行する（A-1）。グループで実験を行うことで、チ

ームの一員としての役割と責任を理解して自主的に行動する（A-2）。構造工学、水理学、衛生

工学、道路工学で学んだ工業技術の基礎知識をもとに、この実験で専門分野の基礎技術を身に

つける（B-3,4）。各実験の学習到達目標は以下の通りである。 

【構造実験】シンプルな梁構造の中に力学を基本とする構造原理があることが分かり、それを

理解しレポートにまとめることができることを到達目標とする（E-2）。 

【水理学・衛生工学実験】水理学・衛生工学の講義で学んだ理論を実験を通じて確認し、理解

を深めることが最大の目標である。使用機器の動作原理や各種反応の原理を理解しその操作方

法・分析方法を修得すること、実験で得られたデータを処理して結論を導き、考察を加えてレ

ポートにまとめることも重要な到達目標である（E-2）。 

【道路工学実験】４年次の道路工学で行った道路舗装に使われる瀝青材料のうち、特にアスフ

ァルトの性質を実験を通して理解するとともに混合物としての性質を理解すること。およびそ

れらの実験結果から考察できることをレポートにまとめて適切に表現できること（E-2）。 

学校教育目標  A, B, E 
学科および 

コース教育目標 
 A-1, A-2, B-3, B-4, E-2 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 土木材料実験指導書(土木学会編集) 

補助教材等 実験ごとに用意される実験マニュアル、実験テキスト 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 0 0 100 0 0 0 0 100 

知識の基本的な理解 0 0 100 0 0 0 0 100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

【構造実験】構造力学、構造工学など、これまでに学んで来た勉強内容は、実験を進める上で常に必要とされ

るので十分に理解しておき、積極的に実験に参加することを意識しておくように。 

【水理学・衛生工学実験】事前にその実験の理論的背景を十分予習しておくこと。実験の前に実験の概要、実

験後に理論・データ整理とまとめ方等を説明するので、それに基づいて速やかにレポートを作成し一週間以内

に提出すること。 

【道路工学実験】4年次の道路工学の教科書の該当部分をあらかじめ読んで予習しておくこと。また、実験時に

は高熱となるが目ではわかりにくい材料を扱うので、指導者の説明を十分に聞いて怪我等のないよう注意する

こと。 



 

講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス、実験概要・実験方法の説明(4h) 実験の意義、実験の進め方、評価方法が理解できる。  

2 
［構造実験］(16h) 

1．H 形鋼の載荷試験(1) 

        (実験供試体の準備) 

2．H 形鋼の載荷試験(2) 

        (載荷試験と応力の測定) 

3．梁の支点反力影響線(1) 

    (装置のセットと反力測定) 

4．梁の支点反力影響線(2) 

   (不静定梁の反力計算) 

 

ひずみゲージの添付、結線等の基本作業ができる。 

測定値、解析値を得る方法が理解できる。 

載荷方法、装置の設定方法、荷重条件、境界条件が理

解できる。測定結果を整理し、考察を加えることができる。 

簡単な装置を使用して梁の反力を測定できることが理解

できる。 

1 次不静定梁の反力計算ができる。 

 

3 

4 

5 

6 
［水理学・衛生工学実験］(16h) 

管水路に関する実験 

 

 

開水路と流量測定に関する実験 

 

 

 

ジャーテストによる凝集実験 

活性汚泥による下水の浄化実験 

 

ベンチュリーメーターによる流量測定、マノメータによる摩

擦損失水頭の測定を通じて、摩擦損失係数、レイノルズ

数・粗度係数等を算出し、管水路の理論を理解できる。 

・三角堰による流量測定とＪＩＳ公式の妥当性の検討を通じ

て、理論と実用公式の関係を理解できる。 

・ピトー管によって開水路の流速分布を測定し理論値との

比較検討を通じて開水路の理論を理解できる。 

当実験を通じて凝集を支配する因子を説明できる。 

ＣＯＤによる試水の有機物濃度の測定を通じて活性汚泥

による有機物除去特性を理解し説明できる。 

 

7 

8 

9 

10 
アスファルトの物理試験(16h) 

 

アスファルト混合物の配合設計、 

                  引火点試験 

 

マーシャル安定度試験用供試体の作成 

 

マーシャル安定度試験 

 

ストレートアスファルトの針入度、軟化点の試験を行い、温

度に関連したその性質を理解する。 

目標とするアスファルト混合物を作成するため、細骨材・

粗骨材の配合比を図解法を用いて行うがその方法が理

解できること。また引火点について理解すること。 

目標とするアスファルト混合物を実際にアスファルト、骨材

を混ぜて作成し、その方法を理解する。 

設計アスファルト量を求めるためにマーシャル安定度試

験を行い、その方法を理解する。 

 

11 

12 

13 

14 
レポート返却、解説、および追実験（1）(4h) 

レポート返却、解説、および追実験（2）(4h) 

返却されたレポートの不完全部分を理解し修正できる 

返却されたレポートの不完全部分を理解し修正できる 

 

15 

総 学 習 時 間 数 60 時間 

講 義 
60 

（50） 

自 学 自 習 

  

  

  

  

 

 



教 科 名 応用数学Ⅱ (Applied Mathematics Ⅱ) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
都市デザイ

ン・建設設計
学修 2 単位 必須 

前期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】   （内線  ，E-mail:  ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

広く工学に用いられている確率・統計について学び、他の専門科目や工学一般の基本的問題にその知識

や計算技術が応用できるように能力を身につける  

 

学校教育目標 Ｂ  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
「新版 確率統計」岡本和夫監修（実教出版） 

 

補助教材等 
 「新版 確率統計 演習」岡本和夫監修監修（実教出版） 

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 50 50      100 

知識の基本的な理解 50 50      100 

思考・推論・創造への適用力         

リーダーシップ および 

コミュニケーション力 
        

プレゼンテーション力         

主体的・継続的な学習意欲         

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

確率統計は、4 年生までに学んだいろいろな数学の知識を総合・応用しながら学んでいくことになるので、基礎数学や微分積

分をはじめとしたこれまで学んだ数学の基礎知識がしっかり使いこなせることが望まれる。そのために、毎回の授業の予習・復

習を継続することはもちろん、これまでの理解が不十分なところがあれば厭わず、低学年の教科書や問題集なども活用しながら

自発的に取り組んでいくこと。 

 

さらに新たな知識の定着のためにも、補助教材として挙げた問題集などを活用しながら継続的に学習していくことが重要であ

る。 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

ガイダンス 

確率の定義 

 

・簡単な確率の計算ができる 

・順列・組合せの公式を使って確率が計算できる 

 

2 

確率の基本性質 ・余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の確率を使

って確率の計算ができる 

 
 

3 

4 

条件つき確率と乗法定理 ・条件つき確率が計算できる 

・乗法定理を使った確率の計算ができる 

 

5 

6 

事象の独立 ・独立な事象の判定ができる 

 

7 

度数分布 ・1 次元のデータから度数分布表がつくれる 

 

8 中間試験 

9 

代表値 ・1 次元のデータの平均や中央値が求められる 

 

10 

散布度 ・１次元のデータの分散・標準偏差が計算できる 

 

11 

相関 ・２次元のデータの相関係数を求めることができる 

 

12 

13 

回帰曲線 ・2 次元のデータの回帰曲線を求めることができる 

  

14 

確率変数と確率分布 ・確率分布表がつくれる 

・確率変数の平均が求められる  

 期末試験 

15 

答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる 

 

総 学 習 時 間 数 90 時間 

講 義 
30 

(22.5) 

自 学 自 習 

講義の毎回の復習 （30） 

小テストの準備 (12.5) 

定期試験の準備 (25) 

  



 



教 科 名 専門英語演習（Practice in Engineering English） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
都市デザイ

ン・建設設計
 1 単位 必修 

2 

時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 全教員 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

本授業は，環境都市工学科の各教員が担当している科目に関する英文を翻訳・読解することで，

専門技術に関する英語表現を習得する(E-4)．また，卒業研究のテーマに関わる洋書ならびに英

論文を和訳し，研究を遂行する上で必要とされる基礎的知見を習得するとともに，和文だけで

はなく，英文からも専門技術を習得する素養を身につける(B-3)． 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 各教員が配布する文献など 

補助教材等 ロングマン現代英英辞典 桐原書店 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 60  40     100 

知識の基本的な理解 60  40     100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

本授業の前半は，各科目担当の教員による専門英語の基礎的な単語や英文の翻訳，英文表現の方法を習得する．

授業ではただ和訳するだけではなく，専門的な英語表現を理解し，英文の内容や意味を読解する力を身に付け

る必要がある． また，後半は所属する各研究室の担当教員が，各自の卒業研究テーマに関する文献を配布する

ので，自主的に和訳するとともに習得した知見をレポートとして準備し，各研究室で行われるゼミを通じて研

究に生かすことが必要である． 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

ガイダンス 

・構造系（渡辺教員） 

授業の進め方や評価方法を理解する． 

構造系の学問に関する基本的な英文を読解・表現でき

る． 

 

2  

3 
・水工系（宮武教員） 水工系の学問に関する基本的な英文を読解・表現でき

る． 
 

4 
中テスト 

  

5 

試験答案返却・解答解説 

・計画系（佐々木教員） 

試験で間違った箇所が理解できる． 

計画系の学問に関する基本的な英文を読解・表現でき

る． 

 

6  

7 ・地盤系（小玉教員） 
地盤系の学問に関する基本的な英文を読解・表現でき

る． 
 

8 中間試験  

9 試験答案返却・解答解説 試験で間違った箇所が理解できる．  

10 

研究テーマに関する文献の和訳と読解 
自分の研究テーマに関する文献を和訳することで，専

門用語を含む英文を読解することができる． 

 

11  

12  

13  

14  

 期末試験は実施しない  

15 レポート返却・解答解説 
返却したレポートから解読できなかった英文を理解でき

る． 
 

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 技術者倫理（ Engineering Ethics ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
都市デザイ

ン・建設設計 
 1 単位 必修 

前期 

2 時間/週 
時間 

担 当 教 員 【常勤】澤村秀治    （内線 6489，E-mail:sawamura）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

倫理の問題とは，人間の行為の善悪，正・不正を問うものであるので，人間に不可能な行為は倫理の考察の

対象にならない．しかしながら，現代の科学技術は人間の行為を飛躍的に拡大し，それを担う科学技術者に

は，科学技術によって新たに可能になった行為について倫理的考察が必要である．この授業では，科学技

術が人間や社会，自然環境におよび未来の世代に与える影響を理解し，事例研究を通じ技術者として自己

の技術に関する説明責任を果たす能力を養う．また，これらについて自分の考えを論理的な文書にまとめ，

他者との討議・プレゼンテーションができることを学習目標とする．これらを総合して，社会において技術者倫

理を実践できることを到達レベルとする． 

学校教育目標 B,D,E 
学科および 

コース教育目標 

B-2 

D-2 

E-1，E-2，E-3 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書  

補助教材等 

講義資料はプリントにして全て配布する． 

米国 NSPE 倫理審査委員会編，(社)日本技術士会訳編，「科学技術者倫理の事例と考察」，丸善 

土木学会土木教育委員会倫理教育小委員会編，「土木技術者の倫理」，土木学会 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 50  40 10    100 

知識の基本的な理解 10  10     20 

思考・推論・創造への適用力 10  10 5    25 

汎用的技能 10       10 

態度・志向性(人間力) 10   5    15 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
  20     20 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

学習上の留意点：授業の内容は広範囲かつ多岐にわたるので，テーマごとに要点を整理し取りまとめておくこと．また，事例研

究ではグループワークを実施するので，これらに対して精力的に取り組み，報告書を定められた期限までに提出しなければな

らない． 

評価方法：期末試験(B-2)(D-2)(E-2)の成績を５０％，レポート(B-2)(D-2)(E-2)を４０％，プレゼンテーション(E-1)(E-3)を１０％と

して成績を評価する．レポートの評価基準は，授業の内容が適切に引用されている：３３．３％，自己の意見や見解が意欲的に

展開されている：３３．３％，構成が適切であり，論理的な文章でまとめられている：３３．３％とする．期末試験は主として論文形

式で出題するので，授業で学んだ事項に自己の知見・見解を加えて論ずることができるようにしておくとよい． 

必要とされる予備知識：特に必要な予備知識は求められないが，各自の専門分野に関わる学会，学術団体，専門家集団にお

ける倫理規定について事前に調査し，その内容について理解しておくこと． 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 技術者倫理問題の背景 
技術者倫理の問題の特殊性や時代の背景，技術者倫理教

育の必要性について理解し説明することができる． 
 

2 技術者教育・技術者資格・倫理規定 

現在の技術者教育，技術者資格制度に求められる事項，お

よび技術者倫理規定が示す中心的テーマを説明することが

できる． 

 

3 技術者はいかに行動すべきか 

価値の相反，ジレンマ問題，倫理的行動の促進要因・阻害

要因に関する基礎知識を持ち，自らの倫理的行為設計を行

うことができる． 

 

4 技術者にとって安全とは何か 

科学技術における安全，受容可能なリスク，トレードオフ等に

ついて正しい知識を持ち，合意形成のプロセスを考えること

ができる． 

 

5 技術者のアイデンティティー 

科学者，技術者，技能者のそれぞれに対する期待の違いを

理解し，プロフェッショナルとしての技術者が果たすべき役

割を説明できる． 

 

6 技術者の説明責任 
インフォームドコンセントやパターナリズムについて正しい認

識を持ち，技術者の説明責任について論ずることができる． 
 

7 Whistle-Blowing／内部告発 

内部告発の是非について正しい認識を持ち，内部告発の形

態や内部告発が正当化される条件について論ずることがで

きる． 

 

8 中間試験  

9 法と技術者倫理・技術者の知的財産権 

ＰＬ法，独占禁止法，技術者の知的財産権について正しい

知識を持ち，法と倫理の補完関係について説明することが

できる． 

 

10 国際社会における技術者の倫理 

国際的な技術者倫理の文化的な側面（国民性，価値体系の

相違）を理解し，グローバルな合意形成のための考え方を説

明できる． 

 

11 技術者倫理と地球環境 

現在の地球が直面している環境問題について正しい認識を

持ち，環境や未来の世代に果たすべき技術者の使命を説

明できる． 

 

12 技術者倫理の実践 

技術者の倫理的価値判断が優れた成果をもたらした事例に

触れ，これからの自らの行為設計のあり方について考えるこ

とができる． 

 

13 事例研究と討論① 

グループでタイムリーな事例を題材としたケーススタディーを

行い，内在する倫理的問題，技術者の行為設計について検

討する． 

 

14 事例研究と討論② 
ケーススタディーの結果についてプレゼンテーションするとと

もに，それらの内容について他のグループと議論する． 
 

 期末試験  

15 答案返却・回答解説 試験問題の解説から自分の間違った箇所を理解できる．  

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 景観工学（ Landscape Engineering ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
都市デザイン

コース 
学修 1 単位 必修 

 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 山崎 俊夫 （内線 6482，E-mail: toshi_ya） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

この授業では、計画学･デザインなどの分野の知識と関連させながら、景観に関する基本的な考

え方と景観計画に必要な基礎知識を学びとり、工学技術者の実用的な知識として身につけるこ

とを目標にする。さらに、基本的な景観デザイン表現を行いプレゼンテーションができること

を目標にする。 

 

学校教育目標  B 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
福井幸夫・空京子著 ｢景観設計学｣（コロナ社） 

 

補助教材等 
鳴海邦碩著「景観からのまちづくり」（学芸出版社） 

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 60   16 24   100 

知識の基本的な理解 60       60 

思考・推論・創造への適用力     24   24 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)    16    16 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

われわれが生きるこの社会の景観整備や景観形成においては、多くの分野の技術者、研究者の協同作業が必要

とされるが、その中でも土木技術者の役割は特に大きいものがある。国土と都市の基盤形成をになう土木事業

がこの国の骨格を定める作業にほかならないからであり、その作業がそのまま新しい国土景観の形成につなが

っているからである。その意味で技術者として自信と責任を持って事業を行うだけの景観に関する知識を身に

つけることが重要である。 

できるだけ具体的な実例を取り上げ、これを視覚情報により提供する形式で授業を進める。グループワークを

通じて自分の考えを具体的に表現し、プレゼンテーションする試みを行う。常に社会問題に関心を持ち、自分

の意見を明瞭な言葉で話し、自分の考えを何らかの具体的な形式で表現できることが望ましい。 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
景観の認知 認知科学の内容と役割を理解する 

 

2 
眼の構造と働き 眺めの情報を収集する眼の構造を知る 

 

3 
視知覚と眺めの形成 視知覚の流れを知り特徴とその意味を把握する 

 

4 
景観の美 景観の美をつくりだす要件を理解する 

 

5 
美しい景観づくり 美しい景観づくりの意義を理解し、目標を明らかに

する 
 

6 
美の種類と景観デザイン 美の種類を把握し、形態デザインを理解する 

 

7 
社会基盤施設にみるデザイン 社会基盤施設の見え方とその特徴を把握する 

 

8 中間試験 

9 
景観の工学的把握 設計対象としての景観の見方、捉え方を理解する 

 

10 
景観整備の手法 景観整備の目的を理解し、手順を説明できる 

 

11 
景観の予測と評価 景観の予測方法を理解し、評価方法を説明できる 

 

12 
街並み景観ワークショップ（1） グループ討議の中でまち景観の問題点を説明でき

る 
 

13 
街並み景観ワークショップ（2） 現地状況を理解して解決策を景観デザインとして

まとめる 
 

14 
街並み景観ワークショップ（3） 景観模型等のプレゼンテーション資料を作成する 

 

 期末試験 

15 
試験答案返却・解答解説／景観デザイン

表現のプレゼンテーション 

試験問題の解説を通じて正しい解答を理解できる． 

まちの景観デザインを説明しプレゼンテーション

できる 

 

総 学 習 時 間 数 時間 

講 義 30 

自 学 自 習 

定期試験および確認試験の準備 30 

課題等 30 

  

  

 



教 科 名 卒 業 研 究（ Graduation Research on Civil Engineering ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 都市デザイン    8 単位 必修 
前期週 3 時間 

後期週 13 時間 
240 時間

担 当 教 員 全教員 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

卒業研究は、高専5年間で学んだ知識・技術を土台に、一つのテーマを自主的に計画を立て、継続的に実行

し、ものづくりで創意工夫し、実験などを通じて実践的な基礎技術を身につけ、担当教員や学生同士との討

論で内容を深め、正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめあげる科目である(A-1,3) (B-4) (E-1,2,4)。そ

の過程において、情報処理のハードウェアあるいはソフトウェアを理解し、情報収集および整理、データの

計算処理やグラフ化、設計や製図に情報技術を積極的に取り入れる(C-1,2,3)。さらに、情報技術を活用して、

自身の成果を的確で分かりやすくまとめ、英文アブストラクトを付け、プレゼンテーションする能力の習得

も重要な目標である(C-3) (E-1,2,3)。また問題解決のために複数の解決手法を考えてその中から最適な解決

策を見出すことも研究課程で学ぶことになる (F-2)。 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書  

補助教材等  

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合       100 100 

知識の基本的な理解         

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

先輩の卒研発表会や教員によるガイダンスによって、原則として自身が興味と意欲をもって取組める研究室を選択する。自

主的に研究を進めることが基本となるが、その研究の背景や進め方について、指導教員と絶えずディスカッションすること

が必要である。時間割に組まれている卒業研究の時間に出席するのは当然であるが、研究の進展状況や実験の都合などで、

授業時間以外でも研究に取り組む必要がある。自主性を重んじ各自が計画を立てることになるが、意欲的に取り組むことが

重要である。 

評価は以下のとおりとする。 

研究活動 40％(A-1,3) (B-4) (C-1,2,3) (E-1,2,4) (F-2)、共通専門分野の複数の教員による卒業研究論文の評価 30％(A-1,3) 

(E-2) (F-2)、学科の全教員による発表概要の評価 10％(E-2,4)、および学科科目担当教員による口頭発表の評価 20％(C-3) 

(E-1,3)である。研究活動は、研究の理解度、取組状況、達成度および創意工夫による。 



以下に各研究室の主なテーマを示す。詳細は各教員に問い合わせること。 

 教員 具体的な行動達成目標 

1 大久保孝樹 

「生物膜の挙動に及ぼす形態と流体挙動の影響に関する研究」 

 水環境に生息する微生物のほとんどは、生物集塊を形成している。生物集塊には、支持体に付着し

ている微生物膜や水中に浮遊しているフロックなどが挙げられる。これらの生物集塊は、複雑な構造、

形態を呈していることが知られている。本研究では、生物膜の挙動に及ぼす形態と流体挙動の影響に

ついて、そのモデルを構築するとともに理論的かつ実験的に解明することを目的としている。その他

に、数値解析手法に関する直交選点有限要素法の開発も行う。 

2 澤村秀治 

｢超音波速度による強度発現途上にあるコンクリートの力学特性評価｣ 

 コンクリートの自己収縮や温度応力など，体積変化を扱う問題では，体積変化を起こす駆動力とと

もにコンクリートの弾性係数の変化を適切に把握する必要がある。本研究ではコンクリートの弾性係

数の変化を超音波速度で計測するシステムを開発し，計測結果の評価方法・汎用性について検討する。

その他，高流動コンクリート、廃棄物利用コンクリートなどの特殊コンクリートの研究も行う。 

3 藤原隆 

「都市内変形交差点における交通流に関する基礎的研究」 

 交通渋滞や交通安全上問題が多いとされ、都市内に多く存在する変形交差点について、交通現象を

観察し、問題点と改善すべき事柄を明らかにする。交差点形状のいくつかのパターン毎に観測を続け

ることで、明らかになった問題点がその地点に特有・固有な事柄なのかあるいは他の地点にも当ては

まる一般的な性質を持った事柄かについて推測し、より安全かつ円滑・快適な交通の実現に資するこ

とを目的とする。 

4 山崎俊夫 

「函館らしい新たな観光資源の創造に関する研究」 

 函館において観光は重要な産業であり，函館山からの夜景は美しく有名である．外国人観光客のリ

ピーターや国内旅行における個人旅客の増加を考えると，観光都市としては中心市街地の魅力に欠け

る．函館らしい景観とは何かを再確認する作業を通じて，中心市街地における新たな観光資源の創造

に取り組む．個人の空間認識には差異があり，その結果，同じ景観に対して同一の感想を持たない．

ゆえに認知心理学の知見を踏まえ，誰もが美しいと感じる景観形成のあり方を探求する．こうした研

究の成果が中心市街地の活性化やコンパクト・シティの実現に寄与することが期待される． 

5 渡辺力 

「長大構造物のための高精度構造解析手法の開発に関する研究」 

 近年の土木構造物の大型化・複雑化により疲労破壊などの弊害が数多く報告されている。これらは、

設計に用いられている薄肉はり理論に基礎をおく構造解析法では、精密な構造解析が不可能となって

いるためである。そこで、平板理論や三次元弾性理論に基づいた新しい構造解析手法の開発を行い、

応力解析、弾性安定問題、振動問題や非線形解析などに応用して、改良を加える。 

6 平沢秀之 

｢木材の土木分野への利用に関する研究｣ 

 二酸化炭素排出量削減のため、土木構造物に木材を積極的に利用することを目指す。土木構造物と

して橋梁と魚道を対象とし、その構造性能を解析的、実験的に検討する。木材を要求性能の高い構造

物から、低い構造物へと再利用するカスケード利用への適用性についても調査検討を行う。 

7 佐々木恵一 

「函館都市圏における土地利用分析」 

 1970 年代以降の急速なモータリゼィションは人口の郊外化・中心地の衰退、交通渋滞などの都市

問題を引き起こした。公共サイドの社会基盤整備計画においては、土地利用計画を都市環境改善に資

する計画と考え、土地利用変化の影響を定量的に把握することが重要である。 

8 宮武誠 

「波打ち帯の海浜変形過程に関する研究」 

 これまで波浪変形との関係で説明されてきた波打ち帯の海浜変形過程を前浜浸透流の面から検証

し，汀線後退や浜崖の形成といった波打ち帯の侵食現象を解明するものである．また，これとは別に

海水と温泉の温度差によって動力を産出する水素吸蔵合金アクチュエータを函館港の海水交換促進

装置に適用する研究を行う． 

9 小玉齊明 

「防災の観点からみた岩石の風化傾向と地形関係」 

 寒冷地では、積雪の伴わない急崖斜面などで表面から数十 cm が間隙水の凍結する 0℃以下になる。

このような箇所では、スレーキングや熱応力、浸透水による溶解といった風化要因に凍結融解作用が

追加され、岩石の風化が進展しやすい状態にあると考えられる。卒業研究では、①環境条件下での岩

石の力学的特性の変化、②地形と岩盤強度の関係といったテーマを通じ、落石や岩盤崩落の危険性を

適切に評価する方法を探る。 

10 
片 岡 沙 都

紀 

「海性粘土地盤の土質特性に関する研究」 

 海域で堆積した粘性土は，間隙水中の成分が強度に影響を与えることが知られているが，その諸要

因に関する詳細なデータは得られていない。本研究ではさまざまな海性粘土試料を対象として，各種

物理試験や，力学試験，さらには電子顕微鏡や X 線回折装置などを用いた微細構造の観察等を行い，

土質特性を総合的に検討していく。 



11 永家  

総 講 義 時 間 数 
時

間

 



教 科 名 海岸・海洋工学(Coastal and Ocean Engineering) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 建設設計  1 単位 必修 
2 

時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】  宮武  誠  （内線， 6484  E-mail: miyatake  ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

 周囲が海に囲まれる我が国は，海に関わる災害が過去に数多く発生している．それは，津波や高潮のよう

に短期で甚大な被害が発生する災害から，海岸侵食のように長期に渡り除々に被害が拡大する災害と

様々である．そのような海岸・海洋環境を利用，保全，開発するにあたり，必要不可欠な海岸・海洋水理の

諸現象，海の波の基本的性質を理解し，これらを外力とする海岸・海洋構造物の基本的な設計法の基礎的

知識を習得する (B-3) ．また，現状の海岸・海洋に関する諸問題について理解し，自然環境と調和のとれ

た高い防災機能を有する海岸環境の創造ができる素養を身につける． 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
 B-3 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 海岸工学 平山 秀夫 共著 コロナ社 

補助教材等 
海岸工学概論 近藤 俶郎 共著 森北出版株式会社 

WATER WAVE MECHANICS FOR ENGINEERS AND SCIENTISTS Robert G. Dean World Scientific 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  20     100 

知識の基本的な理解 60        

思考・推論・創造への適用力 20  10      

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
  10      

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

学習上の留意点 

講義内容の理解を深めるため，講義の中では演習を取り入れる場合が多いので，必ず電卓を持参すること．講義は主に板書

によって進めてくが，口頭で説明したことも十分に注意してノートにとること．日頃からの自学自習の継続性や当該科目に対す

る応用力を確認するため，講義中に課せられるレポートでは，講義内容を応用させた課題を出題し，その一部は「総合的な学

習経験と創造的思考力」により評価し，総合成績に加味する． 

関連する科目 

数学，物理の基礎的な知識が必要であるが，その中でも水理学は予備知識として必須である． 

学習上の助言 

中間試験（40％）期末試験（40％）レポート（20％） 

但し，再試験は普段の当該科目に対する学習意欲や授業態度を総合的に判断し，教員が必要と認めた場合に実施するものと

し，100 点満点の上限を 60 点として各期の試験を評価する． 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス(1hr) 

総論(1hr) 

授業の進め方や評価方法が理解できる． 

我が国の海岸に関する諸問題及び法律が理解できる． 
 

2 波の基本的性質(1) (2hr) 海の波の定義，分類，理論的な取り扱いが理解できる．  

3 波の基本的性質(2) (2hr) 微小振幅波理論により波の特性量の計算ができる．  

4 波の基本的性質(3) (2hr) 確率密度分布に基づく現地の波浪特性が理解できる．  

5 波の変形(1) (2hr) 波の伝播に伴う変形(浅水変形，砕波現象)を理解できる．  

6 波の変形(2) (2hr) 波の伝播に伴う変形(屈折・回折)を理解できる．  

7 長周期波(1) (2hr) 波の干満の物理現象が説明できる．  

8 中間試験  

9 
答案返却及び解答解説 (1hr) 

長周期波(2) (1hr) 

試験問題を通じ，間違った箇所を理解できる． 

高潮，津波，セイシュについて物理的な説明ができる． 
 

10 沿岸域の流れ(2hr) 海流や海浜流の発生メカニズムが説明できる．  

11 漂砂と海浜変形(1) (2hr) 漂砂に伴う海浜変形の発生メカニズムを説明できる．  

12 漂砂と海浜変形(2) (2hr) 海岸保全工法と面的漂砂制御について理解できる．  

13 波と構造物(1) (2hr) 
構造物が波に作用する場合の波圧や波力の理論的な取

り扱いが理解できる． 
 

14 波と構造物(2) (2hr) 
サンフルー波力算定式，ハドソン公式により構造物に作

用する波力や波圧を計算できる． 
 

 期末試験  

15 
答案返却及び解答解説 (1hr)  

総 括 (1hr)  

試験問題を通じ，間違った箇所を理解できる． 

「海岸・海洋工学」の総括が理解できる． 
 

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 国土･地域計画 (National and Regional Planning) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
建設設計 

コース 
履修 1 単位 必修 

後期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 佐々木 恵一 （ 内線 6498， E-mail: sasaki ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

国土，地域といった比較的広範囲の空間を対象とした計画について学ぶ．その中で，経済，人口，

防災，合意形成などの計画手法，関連する法規などを理解することで工業技術を理解するための基礎

知識を身に付ける． 

学校教育目標 Ｂ 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 地域計画 第 2 版，日本まちづくり協会編，森北出版 

補助教材等 
都市計画，新谷洋二･高橋洋二･岸井隆幸共著，コロナ社 

都市計画概論第 5 版，加藤晃著，共立出版 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100       100 

知識の基本的な理解 80        

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
20        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

  

 地域計画は，地域社会に暮らす住民の社会基盤整備，福祉･防災などの生活環境の向上など，我々の生活に密接に

関係した事象を取扱う反面，これらの評価や社会的合意に関しては難しい点が多い．そのため，社会計画に関わる情報

に興味を持ち，自らの意見を持つことも必要である． 

なお，この科目は計算などを行わないが，法規の名称や施策の背景などを理解しなければならず，試験は記述形式が

多くなる．そのため，日頃から予習･復習を行い，準備を進めること． 

さらに，試験で合格点を得るためには日頃から自学自習を行わなければ成らないため，その評価も定期試験で確認

する． 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 地域計画と都市計画，国土計画 
地域計画と都市計画や国土計画との関連について理

解し，地域計画の位置づけを理解できる． 
 

2 

国土計画 
国土計画の変遷について，歴史をたどりながら現在に

至る流れを理解できる． 
 3 

4 

5 

地域計画 
地方圏の計画の変遷について，歴史をたどりながら現

在に至る流れを理解できる． 
 

6 

7 PFI PFI について，その意味，背景を理解できる．  

8 後期中間試験  

9 防災計画 防災計画の実際について理解できる．  

10 中心市街地活性化 
地方都市において重要な中心市街地活性化について

その方法などを理解できる． 
 

11 日本の地方と農村等・食料計画 食料自給率などの現状について理解できる．  

12 費用便益分析 
政策評価や事業評価の意味を理解し，具体的な方法

である費用便益分析について理解できる． 
 

13 CVM，ヘドニックアプローチ 
計画の評価手法である CVM，ヘドニック･アプローチ

などについて理解できる． 
 

14 産業連関分析 産業連関分析の意味，手法を理解できる．  

 学年末試験  

15 答案返却・解答解説 間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 30 時間

 



教 科 名 卒 業 研 究（ Graduation Research on Civil Engineering ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 建設設計  8 単位 必修 
前期週 3 時間 

後期週 13 時間 
240 時間

担 当 教 員 全教員 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

卒業研究は、高専5年間で学んだ知識・技術を土台に、一つのテーマを自主的に計画を立て、継続的に実行

し、ものづくりで創意工夫し、実験などを通じて実践的な基礎技術を身につけ、担当教員や学生同士との討

論で内容を深め、正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめあげる科目である(A-1,3) (B-4) (E-1,2,4)。そ

の過程において、情報処理のハードウェアあるいはソフトウェアを理解し、情報収集および整理、データの

計算処理やグラフ化、設計や製図に情報技術を積極的に取り入れる(C-1,2,3)。さらに、情報技術を活用して、

自身の成果を的確で分かりやすくまとめ、英文アブストラクトを付け、プレゼンテーションする能力の習得

も重要な目標である(C-3) (E-1,2,3)。また問題解決のために複数の解決手法を考えてその中から最適な解決

策を見出すことも研究課程で学ぶことになる (F-2)。 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書  

補助教材等  

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合       100 100 

知識の基本的な理解         

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

先輩の卒研発表会や教員によるガイダンスによって、原則として自身が興味と意欲をもって取組める研究室を選択する。自

主的に研究を進めることが基本となるが、その研究の背景や進め方について、指導教員と絶えずディスカッションすること

が必要である。時間割に組まれている卒業研究の時間に出席するのは当然であるが、研究の進展状況や実験の都合などで、

授業時間以外でも研究に取り組む必要がある。自主性を重んじ各自が計画を立てることになるが、意欲的に取り組むことが

重要である。 

評価は以下のとおりとする。 

研究活動 40％(A-1,3) (B-4) (C-1,2,3) (E-1,2,4) (F-2)、共通専門分野の複数の教員による卒業研究論文の評価 30％(A-1,3) 

(E-2) (F-2)、学科の全教員による発表概要の評価 10％(E-2,4)、および学科科目担当教員による口頭発表の評価 20％(C-3) 

(E-1,3)である。研究活動は、研究の理解度、取組状況、達成度および創意工夫による。 



以下に各研究室の主なテーマを示す。詳細は各教員に問い合わせること。 

 教員 具体的な行動達成目標 

1 大久保孝樹 

「生物膜の挙動に及ぼす形態と流体挙動の影響に関する研究」 

 水環境に生息する微生物のほとんどは、生物集塊を形成している。生物集塊には、支持体に付着し

ている微生物膜や水中に浮遊しているフロックなどが挙げられる。これらの生物集塊は、複雑な構造、

形態を呈していることが知られている。本研究では、生物膜の挙動に及ぼす形態と流体挙動の影響に

ついて、そのモデルを構築するとともに理論的かつ実験的に解明することを目的としている。その他

に、数値解析手法に関する直交選点有限要素法の開発も行う。 

2 澤村秀治 

｢超音波速度による強度発現途上にあるコンクリートの力学特性評価｣ 

 コンクリートの自己収縮や温度応力など，体積変化を扱う問題では，体積変化を起こす駆動力とと

もにコンクリートの弾性係数の変化を適切に把握する必要がある。本研究ではコンクリートの弾性係

数の変化を超音波速度で計測するシステムを開発し，計測結果の評価方法・汎用性について検討する。

その他，高流動コンクリート、廃棄物利用コンクリートなどの特殊コンクリートの研究も行う。 

3 藤原隆 

「都市内変形交差点における交通流に関する基礎的研究」 

 交通渋滞や交通安全上問題が多いとされ、都市内に多く存在する変形交差点について、交通現象を

観察し、問題点と改善すべき事柄を明らかにする。交差点形状のいくつかのパターン毎に観測を続け

ることで、明らかになった問題点がその地点に特有・固有な事柄なのかあるいは他の地点にも当ては

まる一般的な性質を持った事柄かについて推測し、より安全かつ円滑・快適な交通の実現に資するこ

とを目的とする。 

4 山崎俊夫 

「函館らしい新たな観光資源の創造に関する研究」 

 函館において観光は重要な産業であり，函館山からの夜景は美しく有名である．外国人観光客のリ

ピーターや国内旅行における個人旅客の増加を考えると，観光都市としては中心市街地の魅力に欠け

る．函館らしい景観とは何かを再確認する作業を通じて，中心市街地における新たな観光資源の創造

に取り組む．個人の空間認識には差異があり，その結果，同じ景観に対して同一の感想を持たない．

ゆえに認知心理学の知見を踏まえ，誰もが美しいと感じる景観形成のあり方を探求する．こうした研

究の成果が中心市街地の活性化やコンパクト・シティの実現に寄与することが期待される． 

5 渡辺力 

「長大構造物のための高精度構造解析手法の開発に関する研究」 

 近年の土木構造物の大型化・複雑化により疲労破壊などの弊害が数多く報告されている。これらは、

設計に用いられている薄肉はり理論に基礎をおく構造解析法では、精密な構造解析が不可能となって

いるためである。そこで、平板理論や三次元弾性理論に基づいた新しい構造解析手法の開発を行い、

応力解析、弾性安定問題、振動問題や非線形解析などに応用して、改良を加える。 

6 平沢秀之 

｢木材の土木分野への利用に関する研究｣ 

 二酸化炭素排出量削減のため、土木構造物に木材を積極的に利用することを目指す。土木構造物と

して橋梁と魚道を対象とし、その構造性能を解析的、実験的に検討する。木材を要求性能の高い構造

物から、低い構造物へと再利用するカスケード利用への適用性についても調査検討を行う。 

7 佐々木恵一 

「函館都市圏における土地利用分析」 

 1970 年代以降の急速なモータリゼィションは人口の郊外化・中心地の衰退、交通渋滞などの都市

問題を引き起こした。公共サイドの社会基盤整備計画においては、土地利用計画を都市環境改善に資

する計画と考え、土地利用変化の影響を定量的に把握することが重要である。 

8 宮武誠 

「波打ち帯の海浜変形過程に関する研究」 

 これまで波浪変形との関係で説明されてきた波打ち帯の海浜変形過程を前浜浸透流の面から検証

し，汀線後退や浜崖の形成といった波打ち帯の侵食現象を解明するものである．また，これとは別に

海水と温泉の温度差によって動力を産出する水素吸蔵合金アクチュエータを函館港の海水交換促進

装置に適用する研究を行う． 

9 小玉齊明 

「防災の観点からみた岩石の風化傾向と地形関係」 

 寒冷地では、積雪の伴わない急崖斜面などで表面から数十 cm が間隙水の凍結する 0℃以下になる。

このような箇所では、スレーキングや熱応力、浸透水による溶解といった風化要因に凍結融解作用が

追加され、岩石の風化が進展しやすい状態にあると考えられる。卒業研究では、①環境条件下での岩

石の力学的特性の変化、②地形と岩盤強度の関係といったテーマを通じ、落石や岩盤崩落の危険性を

適切に評価する方法を探る。 

10 
片 岡 沙 都

紀 

「海性粘土地盤の土質特性に関する研究」 

 海域で堆積した粘性土は，間隙水中の成分が強度に影響を与えることが知られているが，その諸要

因に関する詳細なデータは得られていない。本研究ではさまざまな海性粘土試料を対象として，各種

物理試験や，力学試験，さらには電子顕微鏡や X 線回折装置などを用いた微細構造の観察等を行い，

土質特性を総合的に検討していく。 



11 永家  

総 講 義 時 間 数 
時

間

 



教 科 名 Engineering English Ⅱ 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第５学年 社会基盤工学科 
グローバルマ

ネージメント
履修 ２単位 必修 

通年 

２時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】未定(ネイティブ)    （内線，   E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

相手と英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を身に付け、身近な事柄及び工学に関する基本的な情

報や考えを理解したり伝えたりする基礎的な英語運用能力を養い、毎分120語程度の速度の英語を、ある

程度の的確さ、流暢さ、即応性をもって理解したり伝えたりすることができる。 

学校教育目標 D, E 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 Science Reader in association with nature, K.Cleary 他著, MACMILLAN 

補助教材等 eｄX, 電子ジャーナル（ScienceDirect, IEEE Xplore, AIP/APS Journals, Science） 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80     20  100 

知識の基本的な理解 40       40 

思考・推論・創造への適用力 40       40 

汎用的技能      10  10 

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
     10  10 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

学習上の留意点： 

 評価は 4 回の定期試験（教科書に沿った問題５０％応用問題５０％）を 8 割、世界に通用する英語力を個別に伸長しているこ

とを示すポートフォリオの提出を 2 割として評価する。ポートフォリオには、各々が edX (Harvard・MIT・UC Berkeley の工学教

育無料オンライン学習プラットフォーム)で聴講した授業の概要を英語 200 語以上でまとめ、各期最低 4 クラス分ずつ

提出すること。 

 

関連する科目： Engineering English Ⅰ 

 

学習上の助言 

 10 年後、20 年後、世界で活躍する自分を支える語学の基礎を養っていることを肝に銘じ、謙虚に、時に大胆に 

breakthrough thinking approach で学習に取り組むこと。  

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 
自己 

点検 

1 
ガイダンス 

スーパー英語２による英語力診断テスト 

授業の進め方・評価の仕方を理解できる。 

英語力診断テストを通して現在の英語力を理解できる。 
 

2 Unit1 Shake a leg to power your phone(コア)

毎分 120 語程度の速度の英語を、ある程度の的確さ、即

応性をもって理解したり伝えたりすることができる。 

 

3 Unit1 Shake a leg to power your phone(コア)  

4 
Unit2 Cellular memory hints at the origins of 

intelligence(コア) 
 

5 
Unit2 Cellular memory hints at the origins of 

intelligence(コア) 
 

6 Unit3 Fish ladders of doom(コア)  

7 Unit3 Fish ladders of doom(コア)  

8 前期中間試験  

9 
答案返却・解答解説、ポートフォリオ評価 進路希望先に合う学力保証ができているか確認できる。 

 

10 Unit4 Plants can tell who’s who(コア) 

毎分 120 語程度の速度の英語を、ある程度の的確さ、即

応性をもって理解したり伝えたりすることができる。 

 

11 Unit4 Plants can tell who’s who(コア)  

12 Unit5 Six degrees of messaging (コア)  

13 Unit5 Six degrees of messaging (コア)  

14 スーパー英語２による英語力診断テスト 英語力診断テストを通して現在の英語力を理解できる。  

 前期期末試験  

15 答案返却・解答解説、ポートフォリオ評価 進路希望先に合う学力保証ができているか確認できる。  

16 Unit 6 The Sound of a bad penny(コア) 

毎分 120 語程度の速度の英語を、ある程度の的確さ、即

応性をもって理解したり伝えたりすることができる。 

 

 

17 Unit 6 The Sound of a bad penny(コア)  

18 Unit7 Whales are on the rise(コア)  

19 Unit7 Whales are on the rise(コア)  

20 
Unit8 Oldest known jewellery discovered 

(コア) 
 

21 
Unit8 Oldest known jewellery discovered 

(コア) 
 

22 スーパー英語２による英語力診断テスト 英語力診断テストを通して現在の英語力を理解できる。  

23 後期中間試験  

24 答案返却・解答解説、ポートフォリオ評価 進路希望先に合う学力保証ができているか確認できる。  

25 Unit10  Multivitamins slow HIV(コア) 

毎分 120 語程度の速度の英語を、ある程度の的確さ、即

応性をもって理解したり伝えたりすることができる。 

 

26 Unit10  Multivitamins slow HIV(コア)  

27 Unit 11 Shaped from clay(コア)  

28 Unit 11 Shaped from clay(コア)  

29 スーパー英語２による英語力診断テスト 英語力診断テストを通して現在の英語力を理解できる。  

 学年末試験  

30 答案返却・解答解説、ポートフォリオ評価 進路希望先に合う学力保証ができているか確認できる。  

総 講 義 時 間 数 60 時間

 



教 科 名 応用数学特講(Advanced Applied Mathematics) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
グローバルマ

ネジメント 
履修 2 単位 必須 

通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】    （内線，   E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

広く工学に用いられている数学として代表的な理論である複素関数論について学び、4年まで学んだ数学の

応用力を伸長するとともに計算力の強化することを目標とする。 

 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
「新版 応用数学」岡本和夫監修（実教出版） 

 

補助教材等 
 「新版 応用数学 演習」岡本和夫監修監修（実教出版） 

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100       100 

知識の基本的な理解 100       100 

思考・推論・創造への適用力         

リーダーシップ および 

コミュニケーション力 
        

プレゼンテーション力         

主体的・継続的な学習意欲         

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

複素関数論は、4 年生までに学んだいろいろな数学の知識を総合・応用しながら学んでいくことになるので、微分積分をはじ

めとしたこれまで学んだ数学の基礎知識がしっかり使いこなせることが望まれる。そのために、毎回の授業の予習・復習を継続

することはもちろん、これまでの理解が不十分なところがあれば厭わず、低学年の教科書や問題集なども活用しながら自発的

に取り組んでいくこと。 

 

さらに新たな知識の定着のためにも、補助教材として挙げた問題集などを活用しながら継続的に学習していくことが重要であ

る。 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス 

複素数と極形式 

・複素数の四則演算ができる 

・オイラーの公式を使った等式の証明ができる 

・複素数を極形式で表すことができる 

 
2 

3 絶対値と偏角 ・複素数の絶対値と偏角の性質が使える 

・ド・モアブルの公式が使える 

・複素数の n 乗根が計算できる 

 
4 

5 複素関数 ・指数関数の性質が証明できる 

・三角関数の公式が証明できる 

・1 次分数関数により移される図形が求められる 

 
6 

7 正則関数 ・複素関数の微分ができる  

8 前期中間試験  

9 コーシー・リーマンの関係式 ・コーシー・リーマンの関係式を使って関数の正則関数が

判定できる 

・２次偏導関数を計算することにより調和関数であることが

証明できる 

 10 

11 

12 
正則関数による写像 ・等角性に注意して、正則関数により写される図形の像が

描ける 
 

13 逆関数 ・多価関数の値が計算できる 

・逆関数の導関数が計算できる  
14 

 前期期末試験  

15 複素積分 ・簡単な複素積分が定義から計算できる 

・複素積分の絶対値の評価ができる 

・不定積分も用いた複素積分の計算ができる  16 

17 

18 コーシーの積分定理 ・コーシーの積分定理を使って積分が計算できる 

・コーシーの積分定理を使って、有用な実積分の公式が

導ける 

 

 19 

20 

21 コーシーの積分表示 ・コーシーの積分表示で表された正則関数の値が計算で

きる  
22 

23 後期中間試験  

24 数列と級数 ・数列の極限値が計算できる 

・級数の和が計算できる 

・収束半径が求められる 

 
25 

26 関数の展開 ・テーラー展開が計算できる 

・ローラン展開が計算できる 

 

 
27 

28 孤立特異点と留数 ・留数が計算できる 

・留数の値から、簡単な複素積分が求められる  
29 

 学年末試験  

30 答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 ソフトウェアプログラミング（ Softwear Programing ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
都市デザイン

コース 
履修 2 単位 選択 

 

1.5 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 山崎 俊夫 （内線 6482，E-mail: toshi_ya） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

Ｃ＃言語を使用してオブジェクト指向プログラム作成に関する応用的な技法を理解する．本講義は，「情報

処理Ⅰ・Ⅱ」で習得した基礎的なプログラミング技法に関する理解を深め，複雑な処理を必要とするソフトウ

ェアの構成に関する知識を習得し，実践に対応できる技術者の育成を目的としている．具体的には，オブジ

ェクト指向プログラムで広く利用される GUI やグラフィックス，イベント処理について述べた後，プログラムの

再利用と拡張を容易にするための技法であるデザインパターンについて説明を行う． 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
『つくって覚える C#入門』オフィス加減著（アスキー・メディアワークス） 

 

補助教材等 
 

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 40    60   100 

知識の基本的な理解 40       40 

思考・推論・創造への適用力     30   30 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
    30   30 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

C# は比較的最近誕生したオブジェクト指向言語ですが，今後 Windows アプリケーション開発の中心となる可能性が非常に

高く，また開発環境が整っていることからも学習効果の高い言語と言えます。意欲的に学習していくことで複雑なソフトウエア

の開発にも挑戦することが可能です。C# を使ったプログラムの作成方法を実践的に学習しながら，データの型（オブジェク

ト），データの評価（演算子），データの操作（メソッド），流れ制御（アルゴリズム）などのプログラミングの基本パターンを学びま

す。C# をはじめとする新しいプログラミング言語の特徴である「オブジェクト指向プログラミング」の考え方についても触れま

す。筋道を考えてプログラムを書く経験を積みながら，最終的には学んだプログラミング技術を応用したオリジナルなプログラ

ムを自作することを目指します。 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
概説：プログラムのしくみ プログラムのしくみを理解する 

 

2 
数と文字列 数と文字列を理解する 

 

3 
変数と代入：オブジェクトとは オブジェクトとは何かをを理解する 

 

4 
メソッドを使う メソッドの使い方を理解する 

 

5 
流れ制御 (1) 比較と条件分岐 比較と条件分岐の流れ制御を理解する 

 

6 
流れ制御 (2) ループ ループの流れ制御を理解する 

 

7 
配列 (1) １次元配列を理解する 

 

8 
配列 (2) 多次元配列 を理解する 

 

9 
連想配列 連想配列を理解する 

 

10 
メソッドを作る メソッドの作り方を理解する 

 

11 
再帰 再帰を理解する 

 

12 
ファイル入出力 (1) ファイル入力を理解する 

 

13 
ファイル入出力 (2) ファイル出力を理解する 

 

14 
クラスと例外処理：オブジェクト指向プ

ログラミングの基礎 

オブジェクト指向プログラミングの基礎を理解す

る 
 

 期末試験  

15 答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 ユニバーサルデザイン（ Universal Design ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
都市デザイン

コース 
履修 1 単位 選択 

0.75 時間/

週 
45 時間 

担 当 教 員 【常勤】 山崎 俊夫 （内線 6482，E-mail: toshi_ya） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

社会の高齢化が進む中、誰もが参加できる社会の構築が求められるようになってきた。年齢や

性別、能力の多寡に関わらず、誰もが利用できる建築や製品をデザインするという、ユニバー

サルデザイン（UD）の考え方は、多くの企業に取り入れられるようになってきており、まちづ

くりや社会づくりといったコトのデザインにおいてもその考え方が取り入れられてきている。

より多くの人に使いやすい製品・サービスを作ることを目指す「ユニバーサルデザイン」の考

え方と、Web やソフトウェアなどのインタラクティブシステムを中心に、UD を実現するため

の具体的な手法について学ぶ。 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
 

 

補助教材等 
「情報アクセシビリティ やさしい情報社会へ向けて」／ ＮＴＴ出版 

「情報アクセシビリティとユニバーサルデザイン」／ アスキー 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 50   25 25   100 

知識の基本的な理解 50       50 

思考・推論・創造への適用力     25   25 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)    25    25 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

高齢者や障害のある人の社会参加を妨げている問題の多くは、製品や空間あるいは情報のデザインによって取

り除くことができる。このような取り組みは、従来は特別な人に対する特別なデザインとして取り組まれてき

た。特殊解としてではなく、一般解として取り組むことの重要性と、その方法論を多様な事例やビデオを通し

て学ぶ。ユニバーサルデザイン全般に関する知識や人間の多様性に関する基礎的な知識を学ぶ。それらの考え

を実現するために必要な調査や評価などの具体的な手法について実習を交えながら学ぶ。 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ユニバーサルデザイン概説 ユニバーサルデザインとは何かを、実例を見ながら

解説する。 
 

2 
まちづくりとユニバーサルデザイン ユニバーサルデザインの社会的な意義について学

ぶ。 
 

3 
生活を支えるデザイン ユニバーサルデザインを進める上で必要な、人間の

多様性について学ぶ。 
 

4 
米国の障害者施策とＡＤＡ 身体に障害がある人の身体的・社会的な特徴につい

て学ぶ。 
 

5 
バリアフリー新法 法規制下におけるユニバーサルデザインの具体例

を使って説明する。 
 

6 
設計技法１ ペーパープロトタイプや、ソフトウェアプロトタイ

プの作成方法について学習する。 
 

7 
設計技法２ プロトタイプを作成し、これまでに学んだ評価手法

を使ってグループ毎に評価を行う。 
 

8 
  

 

9 
  

 

10 
  

 

11 
  

 

12 
  

 

13 
  

 

14 
  

 

 期末試験  

15 
  

 

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 VR プレゼンテーション（ Virtual Reality Presentation ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
都市デザイン

コース 
履修 1 単位 選択 

0.75 時間/

週 
45 時間 

担 当 教 員 【常勤】 山崎 俊夫 （内線 6482，E-mail: toshi_ya） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

バーチャルリアリティとは，人工的に作られた仮想空間が，我々の住んでいる実空間とシーム

レスに繋がっているようにコンピュータを駆使して没入させる技術である．コンピュータグラ

フィックスにおいて，入力された頂点データが画像として表示されるまでのアルゴリズムを理

解する。またその応用であるリアルタイム 3DCG やインタラクティブ技術に関しても最新の技術

動向とアプローチを学ぶ． 

 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
 

 

補助教材等 
コンピュータグラフィックス 第 2 版 出版社: CGーARTS 協会 

ビジュアル情報処理 -CG・画像処理入門- 出版社: CGーARTS 協会 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 50  25  25   100 

知識の基本的な理解 50       50 

思考・推論・創造への適用力   25  25   50 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

OpenGL や OpenCV, NVIDIA OpenGL SDK, GLEW 等を使ったプログラミング課題も検討しているため，これらの環

境を用意し，プログラミング基礎知識を身につけておくとよい．最低限でも，OpenGL で簡単な 3DCG を作成した

り，OpenCV で読み込んだ画像をテクスチャマッピングしたりする程度の基礎知識は必要． 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
CG の歴史と基礎 ＣＧの歴史と基礎を理解する． 

 

2 
2 次元および 3 次元座標変換 ２次元座標と右手系（左手系）の３次元座標との関

連を理解する． 
 

3 
モデリングとレンダリング ３次元形状データの仕組みとレンダリング方法を

理解する． 
 

4 
シェーディングとシャドーイング ３次元形状データのレンダリングにおける陰影の

表現方法を理解する． 
 

5 
バーチャルリアリティ ３次元形状データによる仮想空間の表現方法を理

解する． 
 

6 
プロジェクタ（投影） プロジェクタを用いた３次元仮想空間の２次元平

面への投影方法を理解する． 
 

7 
ＣＧアニメーション ＣＧアニメーションの作成方法を理解する． 

 

8 
  

 

9 
  

 

10 
  

 

11 
  

 

12 
  

 

13 
  

 

14 
  

 

 期末試験  

15 
  

 

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 環境地盤工学 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 建設設計 学修 2 単位 選択 
前期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 小玉 齊明 （内線 6483，E-mail:kodama） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

 環境都市工学が対象とする道路、橋、ダム、トンネルなど各種構造物を建設する際には、岩

盤を掘削する、あるいは岩石そのものを材料として利用することが多い。また、岩盤の風化に

伴う強度低下は、時として甚大な自然災害を引き起こす。したがって、これらの構造物を設計・

施工・維持管理する際には、岩盤の性質を把握し、その安定性を適切に評価できる能力・技術・

経験が必要となる。 

 地盤を構成する物質のうち、これまで土・砂・粘土について、その物理的性質や力学的性質

を学んだ。これらに加え、地盤材料をより幅広く理解するため、本教科では岩石の基本的な性

質（力学的特性・変形破壊挙動）に関する基礎的な知識を身につけることを学習到達目標とす

る（B-3）。 

学校教育目標   
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書  

補助教材等 プリントを適宜配布する 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 75  20 5    100 

知識の基本的な理解 75  20 5    100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

地盤材料の１つである岩石は、連続体として扱える側面をもつ一方、内部に存在する空隙・不連続面の存在も

無視できない。これまで学習した土の性質との違いを整理し、どのような諸問題が存在するのかを、理解でき

るように努力する必要がある。 

日ごろから、課題に継続的に取り組み、理解を深める必要がある。 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ・ガイダンス 

1. 土砂地盤における諸問題(コア) 

授業の意義、学習到達目標を理解できる 

地盤調査の方法と力学的・化学的な諸問題を理解する 

 

2  

3 
2．硬質地盤の風化現象 

 

岩石の分類・成因を理解する 

自然界にみられる風化現象を分類し、それぞれのプ

ロセスを理解する 

 

4  

5 

2.岩盤における諸問題 

(1) 岩石の物理的性質と力学的性質 

 

物理的性質を評価する指標を整理し、土・コンクリー

トなどの材料と比較しながら概ねどのような傾向が

あるかを理解する 

 

6 
(2) 斜面の安定性 

・引張破壊 

・亀裂進展 

 

引張試験の種類と、微小亀裂の進展について理解する 
 

7  

8 中間試験 

9 試験答案返却・解答解説 ・試験問題の解説から自分の間違った箇所を理解する  

10 
3． 地中の応力状態(コア) 試験方法と破壊条件、間隙流体圧の影響、亀裂の成長

について理解する 
 

11 
4． 空洞の安定性 

・破壊条件 

・地下空洞に生じる諸問題 

・ 岩盤分類 

・ 地下空間の利用 

 

岩盤斜面の破壊とすべりの条件を理解する 

クリープ破壊と疲労破壊のメカニズムを理解する 

地盤材料の物性がどのように活かされているか理
解する 
地下空間の利用例を通じて、その利点や問題点を理
解する 

空洞掘削時の安定性について理解する 

 

 

12  

13  

14 
5. 諸条件の影響 載荷速度・水・温度等の諸条件が岩石の変形・破壊挙

動に及ぼす影響について理解する 
 

 期末試験 

15 試験答案返却・解答解説 ・試験問題の解説から自分の間違った箇所を理解する  

総 学 習 時 間 数 時間 

講 義 
30 

（） 

自 学 自 習 

予習・復習 （） 

例題の解答 （） 

定期試験の準備 （） 

 



教 科 名 リサイクル・エネルギー工学 (Recycle and Energy Engineering)
 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
建設設計 

コース 
学修 1 単位 必修 

期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 片岡 沙都紀 （内線 6486，E-mail: kataoka） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

経済の豊かさを求める工業社会において，地球環境を保全し，人間生活の持続的な発展を進めていくため

には，社会における技術の利用を循環型にし，地球環境への負荷を低減できるような技術や社会システム

を構築していく必要がある．本講義では，地球環境に大きく影響を与える「廃棄物リサイクル」と「エネルギ

ー」に焦点を当て，それぞれが現在おかれている現状や今後のあり方について理解することを学習到達目

標とする． 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 特になし 

補助教材等 
配付プリント， 建設副産物 石井一郎 編著 森北出版， リサイクル白書（環境省） 

新エネルギー技術 吉田宏 他著 森北出版，自然エネルギー白書（環境省） 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100 

知識の基本的な理解 50 10     0 70 

思考・推論・創造への適用力 20      0 20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)  10      10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 社会システムを構築していく上で，環境に配慮した「リサイクル」と「エネルギー」はあらゆる企業や個人の生活に直結

した課題であり，特に技術者として社会に進出していく皆さんにとっては常に念頭に置くべき内容である．したがって，

各項目ともに十分に理解して持続可能な社会構築への意識を強く持てるように努力していただきたい． 

 

・本講義の理解度を確認するために，授業終了前に小テストを行い，それを「知識の基本的な理解」および「態度志向

性」として評価する． 

 

◎本講義の評価は，中間試験 40％，期末試験 40％，小テスト 20％で評価を行う．全体に占める小テストの割合が少

ないとはいえないので，単にノートをとるだけではなく，授業をしっかり聞いて理解するよう努力すること． 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス(1.0h) 

 

1．地球環境保全との関連性(3.0ｈ) 

 

・科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留意

点を理解できる 

・地球規模における環境問題について，廃棄物リサイク

ルとエネルギーの点から考え，現在おかれている状況と

方向性を理解する 

 

2 

3 
2．リサイクル（10.0h） 

・リサイクルの社会的要請の背景 

 

 

・リサイクル法の概要 

 

・建設廃棄物とそのリサイクル 

 

・カスケードリサイクル，水平リサイクル，リュースの効果

について理解し，ライフサイクルアセスメントの意義につ

いて理解できる 

・建設リサイクル法や食品リサイクル法などの各分野に

おけるリサイクル法の概要について理解できる 

・廃棄物リサイクルのうち，建設廃棄物や建設分野で有

効利用されている産業副産物の現状とその課題やリサ

イクル方法について理解できる 

 

4 

5 

6 

7 

8 前期中間試験 

9 

答案返却・解答解説(1.0h) ・間違った問題の正答を求めることができる 
 

3．エネルギー（11.0h） 

・エネルギーと環境 

 

 

・省エネルギー 

 

 

・自然エネルギー 

 

 

・これからのエネルギー 

 

・日本におけるエネルギー使用の現状について理解し，

化石燃料の使用量や再生可能エネルギーの普及等に

ついて理解できる 

・エネルギー問題を考える上で効果の大きい省エネルギ

ーについて理解し，具体的な省エネルギー対策を説明

できる 

・太陽光や風力などの自然エネルギーについて，それぞ

れのシステムの特徴やその問題点等を理解するととも

に，これらの普及促進対策について説明できる 

・メタンハイドレートなど現在開発が進められている新エ

ネルギーについて理解できる．また，これらが環境に与

える影響等について理解できる 

 

10 

11 

12 

13 

14 

 前期期末試験 

15 答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 学 習 時 間 数 90 時間

講 義 
30 

（22.5） 

自 学 自 習 

講義の毎回の復習 (小テストで確認) (30) 

定期試験および確認試験の準備 (30) 

確認テストの準備 (7.5) 

ポートフォリオ作成 (0) 

 



教 科 名 維持管理工学（Maintenance Engineering） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 建設設計  1 単位 選択 
後期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】澤村秀治    （内線 6489，E-mail:sawamura）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 
未定 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 未定 

補助教材等 未定 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合         

知識の基本的な理解         

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8 中間試験  

9    

10    

11    

12    

13    

14    

 期末試験  

15 答案返却・回答解説 試験問題の解説から自分の間違った箇所を理解できる．  

総 講 義 時 間 数 30 時間 

総 学 習 時 間 数 時間 

講 義 
 

（） 

自 学 自 習 

 （） 

 （） 

 （） 

 （） 

 



教 科 名 景観工学（ Landscape Engineering ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
グローバル 

マネジメント 
学修 1 単位 必修 

 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 山崎 俊夫 （内線 6482，E-mail: toshi_ya） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

この授業では、計画学･デザインなどの分野の知識と関連させながら、景観に関する基本的な考

え方と景観計画に必要な基礎知識を学びとり、工学技術者の実用的な知識として身につけるこ

とを目標にする。さらに、基本的な景観デザイン表現を行いプレゼンテーションができること

を目標にする。 

 

学校教育目標  B 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
福井幸夫・空京子著 ｢景観設計学｣（コロナ社） 

 

補助教材等 
鳴海邦碩著「景観からのまちづくり」（学芸出版社） 

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 60   16 24   100 

知識の基本的な理解 60       60 

思考・推論・創造への適用力     24   24 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)    16    16 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

われわれが生きるこの社会の景観整備や景観形成においては、多くの分野の技術者、研究者の協同作業が必要

とされるが、その中でも土木技術者の役割は特に大きいものがある。国土と都市の基盤形成をになう土木事業

がこの国の骨格を定める作業にほかならないからであり、その作業がそのまま新しい国土景観の形成につなが

っているからである。その意味で技術者として自信と責任を持って事業を行うだけの景観に関する知識を身に

つけることが重要である。 

できるだけ具体的な実例を取り上げ、これを視覚情報により提供する形式で授業を進める。グループワークを

通じて自分の考えを具体的に表現し、プレゼンテーションする試みを行う。常に社会問題に関心を持ち、自分

の意見を明瞭な言葉で話し、自分の考えを何らかの具体的な形式で表現できることが望ましい。 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
景観の認知 認知科学の内容と役割を理解する 

 

2 
眼の構造と働き 眺めの情報を収集する眼の構造を知る 

 

3 
視知覚と眺めの形成 視知覚の流れを知り特徴とその意味を把握する 

 

4 
景観の美 景観の美をつくりだす要件を理解する 

 

5 
美しい景観づくり 美しい景観づくりの意義を理解し、目標を明らかに

する 
 

6 
美の種類と景観デザイン 美の種類を把握し、形態デザインを理解する 

 

7 
社会基盤施設にみるデザイン 社会基盤施設の見え方とその特徴を把握する 

 

8 中間試験 

9 
景観の工学的把握 設計対象としての景観の見方、捉え方を理解する 

 

10 
景観整備の手法 景観整備の目的を理解し、手順を説明できる 

 

11 
景観の予測と評価 景観の予測方法を理解し、評価方法を説明できる 

 

12 
街並み景観ワークショップ（1） グループ討議の中でまち景観の問題点を説明でき

る 
 

13 
街並み景観ワークショップ（2） 現地状況を理解して解決策を景観デザインとして

まとめる 
 

14 
街並み景観ワークショップ（3） 景観模型等のプレゼンテーション資料を作成する 

 

 期末試験 

15 
試験答案返却・解答解説／景観デザイン

表現のプレゼンテーション 

試験問題の解説を通じて正しい解答を理解できる． 

まちの景観デザインを説明しプレゼンテーション

できる 

 

総 学 習 時 間 数 時間 

講 義 30 

自 学 自 習 

定期試験および確認試験の準備 30 

課題等 30 

  

  

 



教 科 名 ユニバーサルデザイン（ Universal Design ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
グローバルマ

ネジメント 
履修 1 単位 選択 

0.75 時間/

週 
45 時間 

担 当 教 員 【常勤】 山崎 俊夫 （内線 6482，E-mail: toshi_ya） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

社会の高齢化が進む中、誰もが参加できる社会の構築が求められるようになってきた。年齢や

性別、能力の多寡に関わらず、誰もが利用できる建築や製品をデザインするという、ユニバー

サルデザイン（UD）の考え方は、多くの企業に取り入れられるようになってきており、まちづ

くりや社会づくりといったコトのデザインにおいてもその考え方が取り入れられてきている。

より多くの人に使いやすい製品・サービスを作ることを目指す「ユニバーサルデザイン」の考

え方と、Web やソフトウェアなどのインタラクティブシステムを中心に、UD を実現するため

の具体的な手法について学ぶ。 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
 

 

補助教材等 
「情報アクセシビリティ やさしい情報社会へ向けて」／ ＮＴＴ出版 

「情報アクセシビリティとユニバーサルデザイン」／ アスキー 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 50   25 25   100 

知識の基本的な理解 50       50 

思考・推論・創造への適用力     25   25 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)    25    25 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

高齢者や障害のある人の社会参加を妨げている問題の多くは、製品や空間あるいは情報のデザインによって取

り除くことができる。このような取り組みは、従来は特別な人に対する特別なデザインとして取り組まれてき

た。特殊解としてではなく、一般解として取り組むことの重要性と、その方法論を多様な事例やビデオを通し

て学ぶ。ユニバーサルデザイン全般に関する知識や人間の多様性に関する基礎的な知識を学ぶ。それらの考え

を実現するために必要な調査や評価などの具体的な手法について実習を交えながら学ぶ。 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ユニバーサルデザイン概説 ユニバーサルデザインとは何かを、実例を見ながら

解説する。 
 

2 
まちづくりとユニバーサルデザイン ユニバーサルデザインの社会的な意義について学

ぶ。 
 

3 
生活を支えるデザイン ユニバーサルデザインを進める上で必要な、人間の

多様性について学ぶ。 
 

4 
米国の障害者施策とＡＤＡ 身体に障害がある人の身体的・社会的な特徴につい

て学ぶ。 
 

5 
バリアフリー新法 法規制下におけるユニバーサルデザインの具体例

を使って説明する。 
 

6 
設計技法１ ペーパープロトタイプや、ソフトウェアプロトタイ

プの作成方法について学習する。 
 

7 
設計技法２ プロトタイプを作成し、これまでに学んだ評価手法

を使ってグループ毎に評価を行う。 
 

8 
  

 

9 
  

 

10 
  

 

11 
  

 

12 
  

 

13 
  

 

14 
  

 

 期末試験  

15 
  

 

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 VR プレゼンテーション（ Virtual Reality Presentation ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
グローバル 

マネジメント 
履修 1 単位 選択 

0.75 時間/

週 
45 時間 

担 当 教 員 【常勤】 山崎 俊夫 （内線 6482，E-mail: toshi_ya） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

バーチャルリアリティとは，人工的に作られた仮想空間が，我々の住んでいる実空間とシーム

レスに繋がっているようにコンピュータを駆使して没入させる技術である．コンピュータグラ

フィックスにおいて，入力された頂点データが画像として表示されるまでのアルゴリズムを理

解する。またその応用であるリアルタイム 3DCG やインタラクティブ技術に関しても最新の技術

動向とアプローチを学ぶ． 

 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
 

 

補助教材等 
コンピュータグラフィックス 第 2 版 出版社: CGーARTS 協会 

ビジュアル情報処理 -CG・画像処理入門- 出版社: CGーARTS 協会 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 50  25  25   100 

知識の基本的な理解 50       50 

思考・推論・創造への適用力   25  25   50 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

OpenGL や OpenCV, NVIDIA OpenGL SDK, GLEW 等を使ったプログラミング課題も検討しているため，これらの環

境を用意し，プログラミング基礎知識を身につけておくとよい．最低限でも，OpenGL で簡単な 3DCG を作成した

り，OpenCV で読み込んだ画像をテクスチャマッピングしたりする程度の基礎知識は必要． 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
CG の歴史と基礎 ＣＧの歴史と基礎を理解する． 

 

2 
2 次元および 3 次元座標変換 ２次元座標と右手系（左手系）の３次元座標との関

連を理解する． 
 

3 
モデリングとレンダリング ３次元形状データの仕組みとレンダリング方法を

理解する． 
 

4 
シェーディングとシャドーイング ３次元形状データのレンダリングにおける陰影の

表現方法を理解する． 
 

5 
バーチャルリアリティ ３次元形状データによる仮想空間の表現方法を理

解する． 
 

6 
プロジェクタ（投影） プロジェクタを用いた３次元仮想空間の２次元平

面への投影方法を理解する． 
 

7 
ＣＧアニメーション ＣＧアニメーションの作成方法を理解する． 

 

8 
  

 

9 
  

 

10 
  

 

11 
  

 

12 
  

 

13 
  

 

14 
  

 

 期末試験  

15 
  

 

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 海岸・海洋工学(Coastal and Ocean Engineering) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 建設設計  1 単位 必修 
2 

時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】  宮武  誠  （内線， 6484  E-mail: miyatake  ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

 周囲が海に囲まれる我が国は，海に関わる災害が過去に数多く発生している．それは，津波や高潮のよう

に短期で甚大な被害が発生する災害から，海岸侵食のように長期に渡り除々に被害が拡大する災害と

様々である．そのような海岸・海洋環境を利用，保全，開発するにあたり，必要不可欠な海岸・海洋水理の

諸現象，海の波の基本的性質を理解し，これらを外力とする海岸・海洋構造物の基本的な設計法の基礎的

知識を習得する (B-3) ．また，現状の海岸・海洋に関する諸問題について理解し，自然環境と調和のとれ

た高い防災機能を有する海岸環境の創造ができる素養を身につける． 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
 B-3 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 海岸工学 平山 秀夫 共著 コロナ社 

補助教材等 
海岸工学概論 近藤 俶郎 共著 森北出版株式会社 

WATER WAVE MECHANICS FOR ENGINEERS AND SCIENTISTS Robert G. Dean World Scientific 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  20     100 

知識の基本的な理解 60        

思考・推論・創造への適用力 20  10      

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
  10      

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

学習上の留意点 

講義内容の理解を深めるため，講義の中では演習を取り入れる場合が多いので，必ず電卓を持参すること．講義は主に板書

によって進めてくが，口頭で説明したことも十分に注意してノートにとること．日頃からの自学自習の継続性や当該科目に対す

る応用力を確認するため，講義中に課せられるレポートでは，講義内容を応用させた課題を出題し，その一部は「総合的な学

習経験と創造的思考力」により評価し，総合成績に加味する． 

関連する科目 

数学，物理の基礎的な知識が必要であるが，その中でも水理学は予備知識として必須である． 

学習上の助言 

中間試験（40％）期末試験（40％）レポート（20％） 

但し，再試験は普段の当該科目に対する学習意欲や授業態度を総合的に判断し，教員が必要と認めた場合に実施するものと

し，100 点満点の上限を 60 点として各期の試験を評価する． 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス(1hr) 

総論(1hr) 

授業の進め方や評価方法が理解できる． 

我が国の海岸に関する諸問題及び法律が理解できる． 
 

2 波の基本的性質(1) (2hr) 海の波の定義，分類，理論的な取り扱いが理解できる．  

3 波の基本的性質(2) (2hr) 微小振幅波理論により波の特性量の計算ができる．  

4 波の基本的性質(3) (2hr) 確率密度分布に基づく現地の波浪特性が理解できる．  

5 波の変形(1) (2hr) 波の伝播に伴う変形(浅水変形，砕波現象)を理解できる．  

6 波の変形(2) (2hr) 波の伝播に伴う変形(屈折・回折)を理解できる．  

7 長周期波(1) (2hr) 波の干満の物理現象が説明できる．  

8 中間試験  

9 
答案返却及び解答解説 (1hr) 

長周期波(2) (1hr) 

試験問題を通じ，間違った箇所を理解できる． 

高潮，津波，セイシュについて物理的な説明ができる． 
 

10 沿岸域の流れ(2hr) 海流や海浜流の発生メカニズムが説明できる．  

11 漂砂と海浜変形(1) (2hr) 漂砂に伴う海浜変形の発生メカニズムを説明できる．  

12 漂砂と海浜変形(2) (2hr) 海岸保全工法と面的漂砂制御について理解できる．  

13 波と構造物(1) (2hr) 
構造物が波に作用する場合の波圧や波力の理論的な取

り扱いが理解できる． 
 

14 波と構造物(2) (2hr) 
サンフルー波力算定式，ハドソン公式により構造物に作

用する波力や波圧を計算できる． 
 

 期末試験  

15 
答案返却及び解答解説 (1hr)  

総 括 (1hr)  

試験問題を通じ，間違った箇所を理解できる． 

「海岸・海洋工学」の総括が理解できる． 
 

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 国土･地域計画 (National and Regional Planning) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
グローバル 

マネジメント 
履修 1 単位 必修 

後期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 佐々木 恵一 （ 内線 6498， E-mail: sasaki ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

国土，地域といった比較的広範囲の空間を対象とした計画について学ぶ．その中で，経済，人口，

防災，合意形成などの計画手法，関連する法規などを理解することで工業技術を理解するための基礎

知識を身に付ける． 

学校教育目標 Ｂ 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 地域計画 第 2 版，日本まちづくり協会編，森北出版 

補助教材等 
都市計画，新谷洋二･高橋洋二･岸井隆幸共著，コロナ社 

都市計画概論第 5 版，加藤晃著，共立出版 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100       100 

知識の基本的な理解 80        

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
20        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

  

 地域計画は，地域社会に暮らす住民の社会基盤整備，福祉･防災などの生活環境の向上など，我々の生活に密接に

関係した事象を取扱う反面，これらの評価や社会的合意に関しては難しい点が多い．そのため，社会計画に関わる情報

に興味を持ち，自らの意見を持つことも必要である． 

なお，この科目は計算などを行わないが，法規の名称や施策の背景などを理解しなければならず，試験は記述形式が

多くなる．そのため，日頃から予習･復習を行い，準備を進めること． 

さらに，試験で合格点を得るためには日頃から自学自習を行わなければ成らないため，その評価も定期試験で確認

する． 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 地域計画と都市計画，国土計画 
地域計画と都市計画や国土計画との関連について理

解し，地域計画の位置づけを理解できる． 
 

2 

国土計画 
国土計画の変遷について，歴史をたどりながら現在に

至る流れを理解できる． 
 3 

4 

5 

地域計画 
地方圏の計画の変遷について，歴史をたどりながら現

在に至る流れを理解できる． 
 

6 

7 PFI PFI について，その意味，背景を理解できる．  

8 後期中間試験  

9 防災計画 防災計画の実際について理解できる．  

10 中心市街地活性化 
地方都市において重要な中心市街地活性化について

その方法などを理解できる． 
 

11 日本の地方と農村等・食料計画 食料自給率などの現状について理解できる．  

12 費用便益分析 
政策評価や事業評価の意味を理解し，具体的な方法

である費用便益分析について理解できる． 
 

13 CVM，ヘドニックアプローチ 
計画の評価手法である CVM，ヘドニック･アプローチ

などについて理解できる． 
 

14 産業連関分析 産業連関分析の意味，手法を理解できる．  

 学年末試験  

15 答案返却・解答解説 間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 30 時間

 



教 科 名 リサイクル・エネルギー工学 (Recycle and Energy Engineering)
 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
グローバル 

マネジメント 
学修 1 単位 必修 

期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 片岡 沙都紀 （内線 6486，E-mail: kataoka） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

経済の豊かさを求める工業社会において，地球環境を保全し，人間生活の持続的な発展を進めていくため

には，社会における技術の利用を循環型にし，地球環境への負荷を低減できるような技術や社会システム

を構築していく必要がある．本講義では，地球環境に大きく影響を与える「廃棄物リサイクル」と「エネルギ

ー」に焦点を当て，それぞれが現在おかれている現状や今後のあり方について理解することを学習到達目

標とする． 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 特になし 

補助教材等 
配付プリント， 建設副産物 石井一郎 編著 森北出版， リサイクル白書（環境省） 

新エネルギー技術 吉田宏 他著 森北出版，自然エネルギー白書（環境省） 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100 

知識の基本的な理解 50 10     0 70 

思考・推論・創造への適用力 20      0 20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)  10      10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 社会システムを構築していく上で，環境に配慮した「リサイクル」と「エネルギー」はあらゆる企業や個人の生活に直結

した課題であり，特に技術者として社会に進出していく皆さんにとっては常に念頭に置くべき内容である．したがって，

各項目ともに十分に理解して持続可能な社会構築への意識を強く持てるように努力していただきたい． 

 

・本講義の理解度を確認するために，授業終了前に小テストを行い，それを「知識の基本的な理解」および「態度志向

性」として評価する． 

 

◎本講義の評価は，中間試験 40％，期末試験 40％，小テスト 20％で評価を行う．全体に占める小テストの割合が少

ないとはいえないので，単にノートをとるだけではなく，授業をしっかり聞いて理解するよう努力すること． 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス(1.0h) 

 

1．地球環境保全との関連性(3.0ｈ) 

 

・科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留意

点を理解できる 

・地球規模における環境問題について，廃棄物リサイク

ルとエネルギーの点から考え，現在おかれている状況と

方向性を理解する 

 

2 

3 
2．リサイクル（10.0h） 

・リサイクルの社会的要請の背景 

 

 

・リサイクル法の概要 

 

・建設廃棄物とそのリサイクル 

 

・カスケードリサイクル，水平リサイクル，リュースの効果

について理解し，ライフサイクルアセスメントの意義につ

いて理解できる 

・建設リサイクル法や食品リサイクル法などの各分野に

おけるリサイクル法の概要について理解できる 

・廃棄物リサイクルのうち，建設廃棄物や建設分野で有

効利用されている産業副産物の現状とその課題やリサ

イクル方法について理解できる 

 

4 

5 

6 

7 

8 前期中間試験 

9 

答案返却・解答解説(1.0h) ・間違った問題の正答を求めることができる 
 

3．エネルギー（11.0h） 

・エネルギーと環境 

 

 

・省エネルギー 

 

 

・自然エネルギー 

 

 

・これからのエネルギー 

 

・日本におけるエネルギー使用の現状について理解し，

化石燃料の使用量や再生可能エネルギーの普及等に

ついて理解できる 

・エネルギー問題を考える上で効果の大きい省エネルギ

ーについて理解し，具体的な省エネルギー対策を説明

できる 

・太陽光や風力などの自然エネルギーについて，それぞ

れのシステムの特徴やその問題点等を理解するととも

に，これらの普及促進対策について説明できる 

・メタンハイドレートなど現在開発が進められている新エ

ネルギーについて理解できる．また，これらが環境に与

える影響等について理解できる 

 

10 

11 

12 

13 

14 

 前期期末試験 

15 答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 学 習 時 間 数 90 時間

講 義 
30 

（22.5） 

自 学 自 習 

講義の毎回の復習 (小テストで確認) (30) 

定期試験および確認試験の準備 (30) 

確認テストの準備 (7.5) 

ポートフォリオ作成 (0) 

 



教 科 名 維持管理工学（Maintenance Engineering） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 社会基盤工学科 
グローバル 

マネジメント 
 1 単位 選択 

後期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】澤村秀治    （内線 6489，E-mail:sawamura）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 
未定 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 未定 

補助教材等 未定 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合         

知識の基本的な理解         

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8 中間試験  

9    

10    

11    

12    

13    

14    

 期末試験  

15 答案返却・回答解説 試験問題の解説から自分の間違った箇所を理解できる．  

総 講 義 時 間 数 30 時間 

総 学 習 時 間 数 時間 

講 義 
 

（） 

自 学 自 習 

 （） 

 （） 

 （） 

 （） 

 


